














Dopaminergic neuron である黒質と nor-adrenergicncuron である青斑核の神経細胞は

“neuroelanin"と呼ばれる黒色色素を含有する大きな神経細胞群である。黒色色素は系統

発生学的にみて霊長類のなかでも人類でもっとも顕著に認められるものであり１),かつ個

体発生学的にみても生後の発達に伴って色素が明瞭となることはよく知られている。しか

しこの色素のヒト脳幹部での分布,何歳から顕著になるのかという正確な年齢,さらには色

素の由来や機能に関しては未だ不明な点が多い。 

本研究ではまず色素含有細胞のヒト脳幹部における分布を調べ,ついで色素の由来と化学

組成に関する性状を検討する。さらに主として黒質と青斑核について生後の発達期の色素

出現の正常コントロールを調べ,そして得られた結果を基礎に発達期脳障害児における色

素出現の様相を対比検討し,色素の病理学的意義について若干の考察を行う。 


